








研究目的 

Fetal Distress の治療対策は,近年その分娩管理における徹底した技術の導入の結果,多く

のhigh-risk fetasの salvageをもたらしたが,分娩時における治療対策は対症療法の域を

でない。胎内発育遅延(IUGR)における分娩時の過剰負荷は,統計的報告にみられる如く高率

な胎児仮死と後遺症の発生をもたらしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


